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◎
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は

３
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
内
に
お
い
て
、
馬
場

村
長
よ
り
令
和
６
年
度
村
政
執

行
方
針
及
び
根
井
教
育
長
よ
り

令
和
６
年
度
教
育
行
政
執
行
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
村
長
行
政
報
告
】

・
赤
井
川
村
地
域
生
活
応
援
ク

　

ー
ポ
ン
事
業
の
実
施
結
果
に

　

つ
い
て

・
令
和
５
年
12
月
１
日
以
降
工

　

事
等
発
注
状
況
に
つ
い
て

【
条
例
案
】

・
赤
井
川
村
宿
泊
税
条
例
案
に

　

つ
い
て
（
他
４
件
）

　
　
　

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
村
立
学
校
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

　

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

継
続
審
査

条
例
改
正
の
主
な
内
容

・
観
光
振
興
施
策
に
充
当
す
る      

　

た
め
の
宿
泊
税
の
創
設

【
意
見
書
案
】

　
　

２
件
の
意
見
書
案
が
、
総

　

務
開
発
常
任
委
員
会
へ
付
託

　

さ
れ
可
決
の
上
、
議
長
名
に

　

よ
り
関
係
省
庁
な
ど
に
提
出

　

い
た
し
ま
し
た
。

・
物
価
上
昇
に
見
合
う
老
齢
基

　

礎
年
金
等
の
引
き
上
げ
を
求

　

め
る
意
見
書

・
食
料
自
給
率
向
上
を
政
府
の

　

法
的
義
務
と
す
る
こ
と
を
求

　

め
る
意
見
書

【
補
正
予
算
案
】

・
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
13
号
）（
他
４
件
）

　
　
　

 

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
ふ
る
さ
と
寄
付
金
（
企
業
版

　

含
む
）（
増
額
）

　
　
　
　
　
　

４
５
９
０
万
円

［
歳
出
］

・
北
後
志
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

ス
ワ
ク
チ
ン
共
同
接
種
体
制

　

整
備
負
担
金
等 

（
減
額
）

  　
　
　

 

△
２
５
６
万
２
千
円

・
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

　

援
事
業
補
助
金
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　

５
５
５
万
千
円

・
施
設
園
芸
生
産
基
盤
緊
急
支

　

援
事
業
補
助
金
（
新
規
）

　
　
　
　
　

３
２
４
万
６
千
円

【
当
初
予
算
案
】

　

５
件
の
当
初
予
算
が
予
算
特

　

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
全

　

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

　
（
他
４
件
）

　
　
　

 

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

当
初
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
出
］

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

　

費 

　
　

１
億
１
０
３
７
万
３
千
円

　

役
場
庁
舎
等
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
シ
ス
テ

ム
設
計
や
調
査
検
討
を
行
う
た

め
の
費
用

・
北
後
志
消
防
組
合
負
担
金 

　
　
　

２
億
７
７
６
２
万
千
円

北
後
志
消
防
組
合
の
運
営
に
係

る
費
用
で
、
今
年
度
は
消
防
車

両
購
入
に
よ
り
約
１
億
３
千
万

円
新
規
計
上

小
学
校
適
正
配
置
特
別

委

員

会

報

告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
件
に
つ

い
て
審
査
の
結
果
、『
審
議
内

容
に
つ
い
て
議
論
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
、
継
続
審
査
に
付
す

る
べ
き
』
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
村
立
学
校
に
関
す
る
条
例
の  

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に  

　

つ
い
て

【
一 

般 

質 

問 

と 

答 

弁
】

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
は
、

質
問
者
・
答
弁
者
が
自
ら
要
約

し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
一
般
質
問
と

答
弁
の
全
文
は
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

◆
連　

茂　

議
員
◆

  

【
赤
井
川
村
に
お
け
る
災
害

対
策
に
つ
い
て
】

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
。
発

生
か
ら
二
カ
月
が
過
ぎ
、
被

害
の
規
模
を
知
る
度
に
、
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
へ
の
復
興

を
願
う
思
い
が
強
く
な
り
ま

す
。
一
方
で
普
段
私
た
ち
が

暮
ら
す
赤
井
川
村
で
の
防
災

に
対
す
る
備
え
は
万
全
か
と

見
渡
し
て
み
る
と
、
い
く
つ

か
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
災
害

の
備
え
と
し
て
『
赤
井
川
村

地
域
防
災
計
画
、
及
び
赤
井

川
村
国
土
強
靱
化
地
域
計

画
』
に
も
詳
し
く
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
地
震
が

き
っ
か
け
で
、
不
安
に
感
じ

て
い
る
住
民
も
多
く
、
確
認

の
意
味
も
含
め
、
今
一
度
、

赤
井
川
村
に
お
け
る
防
災
対

策
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

１
．
一
般
財
団
法
人
日

本
耐
震
診
断
協
会
で
は

1
９
８
１
年
以
前
に
建
て
ら

れ
た
建
物
は
危
険
性
が
高
い

と
し
て
耐
震
診
断
と
耐
震
補

強
の
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
赤
井
川
村
に
お
け

る
現
在
の
耐
震
基
準
に
満
た

な
い
住
宅
が
何
割
・
何
世
帯

く
ら
い
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

耐
震
補
強
に
対
し
、
国
土

交
通
省
は
住
宅
・
建
築
物
耐

震
改
修
事
業
交
付
金
を
設
け

て
い
ま
す
。
赤
井
川
村
に
お

け
る
改
修
事
業
交
付
金
制
度

と
、
実
例
が
あ
れ
ば
教
え
て

下
さ
い
。

　

今
後
に
備
え
る
為
に
も
制

度
活
用
を
広
め
る
必
要
を
感

じ
て
い
ま
す
が
、
赤
井
川
村

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。

議
会
だ
よ
り

定
例
会
報
告
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 議会だより

　

２
．
地
方
に
お
い
て
、
災

害
発
生
後
一
番
問
題
に
な
る

の
が
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
で
す
。

　

赤
井
川
村
が
も
し
災
害
に

あ
っ
た
際
、
ど
の
よ
う
な
初

動
対
応
が
な
さ
れ
、
他
市
町

村
や
民
間
企
業
と
の
連
携
が

想
定
さ
れ
る
か
ご
説
明
下
さ

い
。

　

３
．
災
害
が
発
生
時
避
難

場
所
の
防
災
対
策
の
備
蓄
・

装
備
品
の
現
状
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
泊
原
子

力
発
電
所
非
常
事
態
発
生
時
、

本
村
住
民
の
屋
内
避
難
施
設

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
キ
ロ

ロ
リ
ゾ
ー
ト
の
災
害
時
で
の

対
応
に
つ
い
て
ご
説
明
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

４
．
住
民
に
は
馴
染
み
の

な
い
言
葉
で
す
が
備
荒
資
金

と
言
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
応
急
復
旧
事
業
費
や

そ
の
他
災
害
に
伴
う
費
用
と

使
用
目
的
が
明
確
な
基
金
で

す
が
、
現
在
の
赤
井
川
村
が

保
有
し
て
い
る
備
荒
資
金
と

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う

の
か
村
長
の
方
針
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　

５
．
日
頃
か
ら
行
政
と
し

て
災
害
対
策
の
情
報
発
信
は

行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割

や
連
携
を
更
に
明
確
に
し
て
、

住
民
の
災
害
に
備
え
を
高
め

る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど

が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

１
点
目
の
耐
震
基
準
に
満
た

な
い
住
宅
割
合
と
住
宅
・
建
築

物
耐
震
改
修
事
業
交
付
金
制
度

に
関
し
て
で
す
が
、
村
内
に
は
、

個
人
住
宅
、
村
管
理
住
宅
併
せ

全
１
，
０
２
２
戸
の
住
居
（
集

合
住
宅
は
棟
数
で
は
な
く
戸
数

と
し
て
整
理
）
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
昭
和
56
年
以
前
に

建
設
さ
れ
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
住
宅
戸
数
は
１
４
０

戸
で
あ
り
、
全
体
割
合
と
し
て

は
１
３
．
７
％
と
な
り
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
改
修
事
業
交
付
金

制
度
で
す
が
、
耐
震
改
修
費
を

補
助
す
る
市
町
村
に
対
し
て
国

が
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
赤
井
川
村
で
は
制
度
を

設
け
て
い
な
い
た
め
実
例
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昭
和
56
年
以
前
の
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
住
宅

に
関
し
て
は
、
改
修
補
助
を
活

用
す
る
の
で
は
な
く
、
建
替
え
、

解
体
等
も
考
慮
し
た
普
及
啓
発

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

２
点
目
の
災
害
発
生
時
の
初

動
対
応
に
つ
い
て
は
、
原
則
災

害
対
応
拠
点
と
な
る
役
場
庁
舎

に
職
員
が
参
集
し
、
職
員
の
安

全
性
を
十
分
に
確
保
す
る
中
で
、

消
防
や
赤
井
川
建
設
協
会
と
も

連
携
し
、
被
害
状
況
の
把
握
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
は
、
道
内
全
市
町
村
と
協
定

を
締
結
し
て
い
る
「
災
害
時
等

に
お
け
る
北
海
道
及
び
市
町
村

相
互
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」

に
よ
る
職
員
派
遣
や
支
援
物
資

の
提
供
、
陸
上
自
衛
隊
第
11
旅

団
と
北
後
志
地
域
６
市
町
村
で

締
結
し
て
い
る
「
大
規
模
災
害

時
等
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」

に
よ
る
災
害
応
急
対
策
、
民
間

企
業
に
関
し
て
は
、
キ
ロ
ロ
リ

ゾ
ー
ト
と
の
「
災
害
時
に
お
け

る
協
力
体
制
に
関
す
る
協
定
」

に
よ
る
避
難
所
及
び
食
料
等
の

提
供
な
ど
、
国
・
道
か
ら
の
支

援
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
防
災

応
援
協
定
を
活
用
し
官
民
連
携

に
よ
る
早
急
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
、
被
災
者
の
生
活
空
間
、

食
料
等
の
確
保
に
努
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

３
点
目
の
指
定
避
難
所
に
お

け
る
災
害
備
蓄
の
現
状
で
す

が
、
主
要
な
避
難
施
設
に
お
け

る
主
要
な
備
蓄
品
つ
い
て
お
答

え
し
ま
す
と
、
体
育
館
に
は
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
80
組
、
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン
類
38
組
な
ど
、
72
時

間
対
応
の
自
家
発
電
設
備
を
有

す
る
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

寝
具
30
組
、
寝
袋
40
組
、
ベ
ッ

ド
類
10
組
、
非
常
用
圧
縮
肌
着

セ
ッ
ト
男
女
各
50
セ
ッ
ト
、
非

常
用
ト
イ
レ
３
組
（
９
０
０
回

分
）、
生
理
用
品
、
感
染
症
対

策
資
材
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
カ

イ
ロ
、
ガ
ソ
リ
ン
、
小
型
発
電

機
、
投
光
器
、
飲
料
水
、
乳
児

用
ミ
ル
ク
、
備
蓄
食
料
な
ど
配

備
し
、
備
蓄
数
の
変
動
は
あ
り

ま
す
が
各
学
校
に
も
同
様
に
備

蓄
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
の

駅
あ
か
い
が
わ
に
お
い
て
は
、

北
海
道
開
発
局
に
よ
り
道
路
防

災
付
帯
設
備
と
し
て
、
非
常
用

発
電
機
、
水
中
ポ
ン
プ
、
ガ
ソ

リ
ン
、
土
嚢
袋
、
簡
易
ト
イ
レ

な
ど
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
毎

年
、
操
作
研
修
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
災
害
対
応
備
品
リ
ス

ト
は
内
閣
府
及
び
北
後
志
５
町

村
で
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
原
子
力
災
害
に
お
け

る
宿
泊
者
ピ
ー
ク
時
の
キ
ロ
ロ

リ
ゾ
ー
ト
へ
の
避
難
対
応
で
す

が
、
泊
発
電
所
か
ら
30
㎞
圏
外

へ
国
か
ら
の
住
民
避
難
指
示

が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
避
難
先
確
保
を
第
一
に

考
え
る
と
と
と
も
に
、
観
光
客

で
あ
る
一
時
滞
在
者
へ
の
対
応
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
、
自
然
災
害
状

況
を
は
じ
め
、
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー

ト
と
の
み
な
ら
ず
近
隣
市
町
村

に
お
け
る
一
時
滞
在
者
数
な
ど

複
合
す
る
様
々
な
要
因
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

国
、
北
海
道
、
周
辺
市
町
村
と

の
連
携
を
図
り
、
そ
の
状
況
下

に
お
け
る
適
切
な
避
難
に
取
り

組
む
考
え
で
い
ま
す
。

　

４
点
目
の
備
荒
資
金
組
合

納
付
金
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
３
月
末
現
在
で

12
億
４
９
８
８
万
４
８
８
４
円

を
有
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
も

災
害
事
案
と
い
う
こ
と
で
令
和

３
年
度
に
は
一
部
財
産
の
活
用

を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
財
産

に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
議

会
議
員
の
皆
様
、
そ
し
て
歴
代

理
事
者
に
よ
り
災
害
復
旧
対
応

の
財
源
と
し
て
、
今
の
我
々
の

世
代
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
も

の
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
災
害
対
応
や
防
災
力
向
上

の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
、

私
も
こ
の
財
産
を
し
っ
か
り
と

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
考
え
で

お
り
ま
す
。

　

５
点
目
の
防
災
意
識
向
上
の

た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
で
す

が
、
学
校
教
育
の
場
を
は
じ
め
、

平
成
30
年
の
胆
振
東
部
地
震
を

受
け
、
保
健
推
進
員
協
議
会
、

村
商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

保
健
福
祉
部
局
で
の
研
修
会
等
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を
消
防
と
も
連
携
し
て
行
っ
て

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
こ
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
て

い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

◆
能
登　

ゆ
う　

議
員
◆

  

【
災
害
対
策
に
つ
い
て
】

　

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を

活
か
す
た
め
、
村
の
防
災
体

制
に
つ
い
て
質
問
致
し
ま
す
。

災
害
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
今
回
特
に
報
道
等

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
、
村
の
備
え
を

ご
紹
介
下
さ
い
。

・
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体
制

　

に
つ
い
て

・
停
電
や
断
水
が
続
く
中
で

　

の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て

・
雪
害
対
策
に
つ
い
て

・
道
路
の
寸
断
に
よ
る
孤
立

　

化
を
防
ぐ
対
策
に
つ
い
て

答
弁　

馬
場
村
長

　

１
点
目
の
要
配
慮
者
へ
の
支

援
体
制
で
す
が
、
民
生
担
当
部

局
に
お
い
て
要
配
慮
者
名
簿
を

作
成
し
て
お
り
、
令
和
６
年
２

月
末
現
在
、
要
介
護
者
、
障
が

い
者
、
妊
産
婦
等
１
６
８
人
を

名
簿
登
載
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
毎
月
、
名
簿
更
新
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
ケ
ア
会
議

に
よ
り
関
係
機
関
と
情
報
共
有

を
図
り
、
毎
年
、
要
配
慮
者
の

状
況
に
つ
い
て
の
確
認
と
見
直

し
更
新
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

要
配
慮
者
の
中
で
も
特
に
避

難
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、

そ
の
時
の
被
災
状
況
を
勘
案
し
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
適
切

な
避
難
支
援
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
の
停
電
や
断
水
が
続

く
中
で
の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い

て
は
、
災
害
等
に
起
因
す
る
停

電
発
生
時
の
赤
井
川
・
都
・
常

盤
の
３
浄
水
場
へ
の
可
搬
式
発

電
機
設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
て
お
り
、
水
道
管
等
へ
の
異

常
が
な
け
れ
ば
早
急
な
水
道
供

給
確
保
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
処
理
場
に
関
し

て
は
72
時
間
対
応
の
自
家
発
電

装
置
を
有
し
て
お
り
、
災
害
に

よ
る
配
管
断
裂
等
が
な
け
れ
ば

下
水
処
理
機
能
へ
の
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

但
し
、
浄
水
場
や
配
水
池
等

の
基
幹
施
設
や
水
道
管
・
下
水

道
管
に
損
傷
が
あ
り
、
復
旧
の

長
期
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

国
・
道
へ
給
水
支
援
要
請
を
行

い
、
災
害
給
水
体
制
を
早
期
に

確
立
さ
せ
ま
す
。

　

３
点
目
の
雪
害
対
策
に
つ
い

て
で
す
が
、
悪
天
候
の
際
は
外

出
を
控
え
る
と
い
う
危
機
管
理

を
個
別
に
行
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
前
提
は
あ
り
ま
す
が
、
村

道
で
あ
れ
ば
、
村
は
雪
害
に
対

処
す
る
た
め
の
除
雪
体
制
へ
移

行
す
る
。
国
道
・
道
道
で
あ
れ

ば
、
過
去
に
は
国
道
３
９
３
号

を
は
じ
め
主
要
国
道
が
通
行
止

め
と
な
り
、
そ
の
迂
回
路
と
し

て
道
道
余
市
赤
井
川
線
が
利
用

さ
れ
、
道
路
管
理
者
と
村
が
連

携
し
対
応
を
行
っ
た
経
験
も
あ

り
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
、
迅
速
な
除
排
雪
要

請
を
強
化
し
、
そ
の
対
処
に
当

た
り
ま
す
。

　

４
点
目
の
道
路
寸
断
に
よ
る

孤
立
化
を
防
ぐ
対
策
で
す
が
、

道
路
の
寸
断
等
の
対
応
の
た
め

赤
井
川
建
設
協
会
と
の
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
地
元
事
業
者

の
協
力
の
も
と
損
傷
カ
所
の
復

旧
対
応
に
当
た
る
考
え
で
は
あ

り
ま
す
が
、
甚
大
な
災
害
に
よ

る
孤
立
化
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
地
元
自
治
体
だ
け
で
の
対

応
に
は
限
界
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
や
北
海
道
、
さ
ら
に
は
災
害

対
応
派
遣
と
し
て
、
自
衛
隊
へ

の
支
援
要
請
も
視
野
に
緊
急
要

請
に
よ
る
対
応
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
【
子
育
て
支
援
の
拡
充
に
つ

い
て
】

　

少
子
化
の
原
因
は
複
数
の

要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
婚
姻
数
の

低
下
、
そ
の
背
景
に
あ
る
不

安
定
な
雇
用
と
所
得
の
低
下
、

「
子
育
て
罰
」
と
言
い
表
さ

れ
る
ほ
ど
子
育
て
に
困
難
が

と
も
な
う
社
会
環
境
が
生
む
、

構
造
的
な
問
題
と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
親

ガ
チ
ャ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
、
親
世
代
か
ら
子
供
へ
の

格
差
の
連
鎖
、
格
差
の
拡
大

も
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
よ
り
深

刻
な
状
況
で
す
。

　

令
和
５
年
４
月
に
「
こ

ど
も
基
本
法
」
が
施
行
さ

れ
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
の
実
現
に
向
け
、
こ
ど

も
家
庭
庁
が
発
足
し
て
い
ま

す
。
こ
ど
も
基
本
法
で
は
、

地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し

て
「
区
域
内
の
子
ど
も
の
状

況
に
応
じ
た
施
策
の
策
定
と

実
施
」
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い

国
の
取
り
組
み
を
地
域
の
状

況
に
合
わ
せ
補
完
し
て
い
く

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

　

赤
井
川
村
は
保
育
料
や
小

中
学
校
給
食
の
無
償
化
を
近

隣
市
町
村
に
先
駆
け
て
実
施

し
、
中
学
生
海
外
研
修
な
ど

独
自
の
事
業
に
も
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
保
育

所
や
子
ど
も
教
室
の
受
け
入

れ
体
制
は
ひ
と
り
親
や
フ
ル

タ
イ
ム
の
共
働
き
世
帯
に
は

不
十
分
な
状
況
が
続
い
て
お

り
、
子
ど
も
が
村
外
の
保
育

園
や
小
学
校
に
通
う
状
況
を

生
ん
で
い
ま
す
。
塾
や
習
い

事
な
ど
、
子
ど
も
の
活
動
の

多
く
が
親
の
送
迎
を
前
提
と

し
て
お
り
、
体
験
格
差
が
生

ま
れ
や
す
い
環
境
で
も
あ
り

ま
す
。

　

近
隣
町
村
で
は
ど
こ
で
も

実
施
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対
す
る

助
成
も
、
未
だ
に
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
済
的

負
担
の
大
き
く
な
る
中
学

校
卒
業
後
の
支
援
は
手
薄

で
、
高
校
生
の
医
療
費
無
償

化
、
奨
学
金
返
済
支
援
等
の

事
業
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、

ま
だ
沢
山
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
基
本
法
」
を
受

け
、
村
の
子
育
て
環
境
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
お

考
え
か
、
村
長
に
伺
い
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

村
の
子
育
て
環
境
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
て
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て

い
る
の
か
と
い
う
二
点
に
つ
い

て
ま
と
め
て
お
答
え
し
ま
す
。

　

現
在
村
が
実
施
し
て
い
る
子

育
て
支
援
だ
け
で
子
育
て
環
境

は
充
足
さ
れ
て
い
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
村
政
を
預
か

 議会だより
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る
私
と
し
て
は
多
く
の
村
民
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
支
援
を
受
け
ら
れ
る
施
策
の

展
開
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
施
策
の
展
開

に
は
財
源
の
確
保
も
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
風
呂
敷
を
広
げ
続

け
る
事
は
不
可
能
な
た
め
、
新

た
に
環
境
を
整
え
る
場
合
に
は

既
存
施
策
の
見
直
し
も
含
め
た

対
応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の

時
々
に
多
く
の
対
象
者
に
最
も

効
果
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

国
は
こ
ど
も
基
本
法
に
基
づ

く
異
次
元
の
子
育
て
環
境
の
整

備
を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
具

体
的
施
策
に
つ
い
て
は
そ
の
動

向
も
見
極
め
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
農
業
分
野
で
の
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
施
策
に
つ
い
て
】

　
「
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
赤
井
川
推
進
戦

略
」
が
策
定
さ
れ
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の

展
開
は
「
村
の
農
業
の
特
色

と
し
て
他
地
域
と
差
別
化
を

図
る
有
効
な
手
段
」(

農
業
振

興
計
画)

と
も
捉
え
ら
れ
、
農

業
の
持
続
可
能
性
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
農
産
物
、
さ
ら
に

は
地
域
自
体
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
る
う
え
で
も

重
要
で
す
。
農
業
分
野
で
も

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
、
よ

り
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

国
が
策
定
し
た
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に

は
、
農
林
水
産
業
の
調
達
・

生
産
・
加
工
・
流
通
・
消
費

の
各
段
階
で
期
待
さ
れ
る
具

体
的
な
取
り
組
み
・
技
術
が

網
羅
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
農
業
の
脱
炭

素
化
に
向
け
て
「
北
海
道
カ

ー
ボ
ン
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
推
進

協
議
体
」
が
設
立
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
国
や
道
の
方
向
性

と
も
連
動
し
て
、
赤
井
川
村

の
地
域
特
性
に
応
じ
た
新
た

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

村
で
は
か
ね
て
よ
り
「
食

の
安
全
・
安
心
と
環
境
に
配

慮
し
た
農
業
の
展
開
」
が
施

策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
土
づ

く
り
対
策
な
ど
に
継
続
的
な

支
援
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
積
み
重
ね
の
結
果
、

有
機
農
業
の
取
り
組
み
面
積

が
耕
地
面
積
に
占
め
る
割
合

は
全
国
的
に
も
高
い
水
準
に

あ
り
、
環
境
配
慮
に
向
け
た

施
策
に
対
す
る
理
解
、
協
力

を
求
め
や
す
い
意
識
が
醸
成

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農

業
に
取
り
組
む
市
町
村(

オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ)

を
目
指

す
取
り
組
み
に
は
国
の
支
援

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た

農
業
分
野
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
村
長
の
お
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

私
も
有
機
農
業
に
対
す
る
生

産
者
の
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
農
業
分
野
に
お
け
る
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
は
個
々
の

農
業
者
の
考
え
が
基
本
で
あ
り
、

理
念
先
行
で
行
政
が
主
導
し
て

行
う
の
は
難
し
く
、
特
に
経
済

活
動
と
釣
合
が
取
れ
な
け
れ
ば

持
続
・
継
続
は
難
し
い
取
り
組

み
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
の
役
割
と
し

て
は
、
労
働
力
不
足
へ
対
応
す

る
ス
マ
ー
ト
農
業
や
気
象
変
動

に
対
応
し
た
栽
培
技
術
の
確
立
、

有
機
農
業
の
展
開
な
ど
、
現
在

の
農
業
経
営
環
境
の
諸
課
題
の

改
善
へ
と
繋
が
る
支
援
事
業
の

展
開
が
、
結
果
と
し
て
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会
は

１
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
主
に
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
の
補
正
予
算

の
計
上
に
つ
い
て
、
ま
た
村
内

施
設
使
用
料
や
手
数
料
の
条
例

改
正
に
つ
い
て
審
議
の
う
え
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【
補
正
予
算
案
】

・
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
11
号
）（
専
決
処
分
）

　
（
他
１
件
）

　
　
　

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

　

方
創
生
臨
時
交
付
金（
新
規
）

　
（
専
決
処
分
含
む
）

　
　
　
　

１
４
７
２
万
５
千
円

［
歳
出
］

・
事
業
継
続
持
続
化
臨
時
支
援

　

業
務
委
託
料
（
新
規
）（
専

　

決
処
分
）

  　
　
　
　

 

７
２
９
万
５
千
円

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事

　

業 (

新
規)

　
　
　
　
　

７
２
１
万
６
千
円

【
条
例
案
】

・
赤
井
川
村
使
用
料
徴
収
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
案
に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
手
数
料
徴
収
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て
（
他
２
件
）

　
　
　

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

条
例
改
正
の
主
な
内
容

・
公
共
施
設
使
用
料
及
び
各
種

　

手
数
料
並
び
に
水
道
・
下
水

　

道
料
金
の
金
額
改
正 

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
、
当
日
受
付
簿
に
氏
名
を
記

入
す
る
だ
け
と
簡
単
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
へ
の
ご
意
見
・

ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　

1
月
～
3
月

・
１
月
７
日　

成
人
式
／
村
内

・
１
月
８
日　

消
防
出
初
式
／

　

村
内

・
１
月
15
日
～
16
日　

ゼ
ロ
カ

　

ー
ボ
ン
先
進
地
視
察
／
大
樹

　

町
他

・
１
月
19
日　

国
有
林
森
林
管

　

理
協
定
／
役
場（
議
会
三
役
）

・
１
月
25
日　

第
１
回
臨
時
会

　

／
役
場

・
１
月
25
日
～
26
日　

道
路
・

　

河
川
等
要
望
／
札
幌
市
他

・
２
月
９
日　

北
し
り
べ
し
廃

　

棄
物
処
理
広
域
連
合
定
例
会

　

／
小
樽
市（
議
長
・
副
議
長
）

・
２
月
14
日　

後
志
女
性
議
員

　

協
議
会
総
会
／
倶
知
安
町　

　
（
能
登
議
員
）

 議会だより

臨
時
会
報
告

議
会
の
う
ご
き
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・
２
月
14
日
～
15
日　

後
志
町

　

村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
／

　

札
幌
市
（
議
長
）

・
２
月
16
日　

議
会
協
議
会
／

　

役
場

・
２
月
19
日　

北
後
志
衛
生
施

　

設
組
合
定
例
会
等
／
余
市
町

　
（
議
長
）

・
２
月
26
日　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

　

委
員
会
／
役
場
（
議
長
・
委

　

員
長
）

・
２
月
27
日　

後
志
広
域
連
合

　

定
例
会
／
倶
知
安
町（
議
長
）

・
３
月
１
日　

議
会
運
営
委
員

　

会
／
役
場

・
３
月
６
日
～
８
日　

第
１
回

　

定
例
会
他
／
役
場

・
３
月
11
日
～
12
日　

他
町
議

　

会
傍
聴
／
仁
木
町
・
余
市
町

　
（
能
登
議
員
・
曽
根
議
員
・

　

阿
部
議
員
）

 議会だより

　

４
月
１
日
付
け
で
赤
井
川
村

内
の
小
中
学
校
に
赴
任
さ
れ

た
、
7
名
の
教
職
員
の
方
々
へ

の
辞
令
交
付
式
が
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。今
回
赴
任
さ

れ
た
7
名
の
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。

◇
赤
井
川
小
学
校

　

鈴
木　

龍
之
介　

教
諭

（
新
採
用
）

◇
都
小
学
校

　

新
川　

志
帆　

教
頭

（
都
小
学
校
・
昇
任
）

　

塩
﨑　

知
佳　

教
諭

（
寿
都
潮
路
小
学
校
）

　

大
磯　

俊
一　

教
諭

（
都
小
学
校
）

◇
赤
井
川
中
学
校

　

千
葉　

達
貴　

教
諭

（
寿
都
中
学
校
）

　

佐
藤　

英
治　

教
諭

（
赤
井
川
小
学
校
）

　

白
神　

あ
さ
ひ　

養
護
教
諭

（
新
採
用
）

※
（　

）
は
前
任
地
、
新
採
用

４
月
１
日
付
け

職
員
人
事
異
動

【
住
民
課
】

　

▽
税
務
係
兼
衛
生
係

 

平
山　

人
志

 

（
新
採
用
）

【
保
健
福
祉
課
】

　

▽
保
健
係
兼
主
任
保
健
師

 

瀬
戸　

千
尋

 

（
新
採
用
）

教
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）
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自
転
車
も　

歩
行
者
優
先

　

安
全
走
行

○
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行 

   

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優  

   
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停

　

止
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

○
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守

　

る

　

自
転
車
は
「
軽
車
両
」
で
あ

　

り
、
車
の
仲
間
で
す
。
信
号

　

や
一
時
停
止
、
歩
行
者
優
先

　

な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か

　

り
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に

　

努
め
ま
し
ょ
う
。

○
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進

　

自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ

　

ト
着
用
が
努
力
義
務
と
な
り

　

ま
し
た
。

　

頭
部
の
損
傷
は
致
命
傷
と
な

　

っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
症
が

　

残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必

　

ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
入
山
す
る
時
は
複
数
で
行
動

　

し
、
ク
マ
鈴
な
ど
の
音
で
存

　

在
を
知
ら
せ
る

○
新
聞
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ヒ

　

グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
す

　

る
○
残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
味
を
覚
え

　

る
と
繰
り
返
し
出
没
す
る
よ

　

う
に
な
る
た
め
、
ゴ
ミ
な
ど

　

を
放
置
し
た
り
、
埋
め
な
い
。

○
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を

　

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き

　

返
す

○
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、

　

騒
ぐ
と
か
え
っ
て
ヒ
グ
マ
を

　

興
奮
さ
せ
、
襲
わ
れ
る
危
険

　

が
あ
る
の
で
、
リ
ュ
ッ
ク
や

　

持
ち
物
の
回
収
は
せ
ず
、
ゆ

　

っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
る

　

こ
と
が
大
事
で
す
。

「
悪
質
業
者
は
、
う
・
そ
・
つ
・

き
！
」

【
う
】
う
ま
い
話
を
信
用
し
な

　
　

 

い
！

【
そ
】
そ
う
だ
ん
す
る
！

【
つ
】
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な

　
　

 

い
！
す
ぐ
に
契
約
し
な

　
　

 

い
！

【
き
】き
っ
ぱ
り
！
は
っ
き
り
！

　
　

 

断
る
！

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
多
く
は
可
燃

性
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
お
り
、
使

用
や
保
管
方
法
を
誤
る
と
大
き

な
事
故
へ
と
発
展
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
た
事
例
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

○
事
例
１
《
調
理
中
に
ガ
ス
抜

　

き
》　

・
調
理
中
に
、
コ
ン
ロ
付
近
で

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
ガ
ス
抜
き
を

　

行
い
、
放
出
し
た
ガ
ス
に
コ

　

ン
ロ
の
火
が
引
火
し
、
火
災

　

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
事
例
２
《
ガ
ス
抜
き
後
の
ス

　

プ
レ
ー
缶
処
理
》

・
金
属
製
の
ハ
ン
マ
ー
で
ス
プ

　

レ
ー
缶
の
穴
あ
け
作
業
を
室

　

内
で
行
い
、
ハ
ン
マ
ー
で
た

　

た
い
た
際
に
発
生
し
た
火
花

　

が
可
燃
性
ガ
ス
に
引
火
し
、

　

火
災
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
事
例
３
《
暖
房
器
具
の
熱
で

　

破
裂
》

・
暖
房
器
具
の
近
く
に
置
い
て

　

あ
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
が
、
輻

　

射
熱
に
よ
っ
て
暖
め
ら
れ
た

　

こ
と
で
膨
張
し
て
破
裂
し
、

　

放
出
さ
れ
た
可
燃
性
ガ
ス
に

　

引
火
し
て
火
災
と
な
っ
て
し

　

ま
っ
た
。

　　

４
月
７
日
（
日
）
に
火
災
予

防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
赤
井

川
消
防
団
に
よ
る
春
季
各
戸
査

察
を
実
施
し
ま
し
た
。
査
察
で

は
、
野
田
団
長
を
は
じ
め
23
名

の
消
防
団
員
が
赤
井
川
村
内
の

各
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

し
た
。

余
市
警
察
署
だ
よ
り

自
転
車
の
安
全

利
用
の
促
進

ヒ
グ
マ
に
よ
る

人
身
被
害
の
防
止

悪
徳
商
法
の
被
害

に
あ
わ
な
い
た

め
の
ポ
イ
ン
ト

消
防
団
各
戸
査
察

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

ス
プ
レ
ー
缶
の
取
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
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　役場会議室において、4月から赤井川村の小中学校に赴任された
先生方への辞令交付式を行いました。辞令交付の後、赤井川村を
代表して、根井教育長から挨拶がありました。
　その後、赤井川小学校姉帶校長から歓迎のお言葉をいただきま
した。赴任された先生を代表して、都小学校新川教頭から御挨拶
をいただき、式終了後には一人ひとりに自己紹介をしてもらいました。
　今年度は７名の先生が赴任しました。赤井川村の子供たちのた
めに皆さんのお力をおかしください。

転入教職員辞令交付式
2024.4.2　赤井川村役場

赤井川小学校入学式
2024.4.8　赤井川小学校

放課後子ども教室開校式
2024.4.1　村体育館

　令和６年度の「放課後子ども教室開校式」を行いました。今年
度は26名の登録があり、当日は７名の児童が参加しました。前年
に続いて登録人数が多く、賑やかな子ども教室になりそうです。
　式の初めに教育長から挨拶があり、指導員の先生方への辞令交
付を行いました。その後、教育長から、子ども教室に参加するに
あたって大切にしてほしいこと、守ってほしいことの話がありました。
　今年度も参加してくれる子供たちが楽しく、安全に過ごせるよう
な放課後子ども教室を運営していきたいと思います。

　今年度は新入生１人の入学式と言うことで緊張もあったと思いますが、入場の時の明るい笑顔や式の中で名前
を呼ばれて大きな声で返事をする姿が、大変立派でした。これまでの保育所での生活と違い、学校では学習が
生活の中心となりますが、入学式の立派な姿や教室で担任の先生のお話をしっかり聞いている姿勢から、たくさ
んのことを吸収して成長する姿が見えるようでした。ご入学おめでとうございます。



広報あかいがわ　2024.5.19

Topics

赤井川中学校入学式
2024.4.9　赤井川中学校

　今年の新入生７名は、在校生による演奏「威風堂 」々の下入場、新たな制服を着て式に参加する様子は、小
学生の時よりもとても頼もしく見えました。
　中学生になると部活動が始まったり、勉強がより難しくなったりして、小学校とは環境が大きく変わります。３
年間しっかりと学び、たくさん思い出を作ってくださいね。
　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。

　赤井川へき地保育所にて今年も進級式が行われました
　新しい所長先生にみんな興味深々です！楽しい１年をみんなで過
ごしましょうね。
　在所幼児は進級して、また一歩お兄さんお姉さんになりました。
　へき地保育所は、お子さまが２歳の誕生日を迎えた翌月にご入
所いただけます。
　今年も新しいお友だちに会えるのが楽しみですね。

保育所進級式
2024.4.8　赤井川へき地保育所

　昨年４月に有害鳥獣対策担当の地域おこし協力隊員として赴任後、2年目を迎えました。知見も経験も
ない１年前にスタートして毎日が驚きの体験でした。少し振り返ってみます。
　「有害鳥獣対策」は主にアライグマやタヌキ、キツネの小動物対策とエゾシカとヒグマの大型動物の対
策があります。小動物対策の業務は箱わなの貸出と捕獲後の殺処分で、ピークは6月でした。特に短時間
での殺処分対応を心掛けています。
　ヒグマの大型動物対策では、目撃情報による現場確認と注意喚起の看板設置が主な業務でした。昨
年は全国各地でクマ被害が急増しましたが、赤井川村での捕獲対応は１頭でした。今後の推移について
は引続き注意が必要です。
　エゾシカ対策については、猟友会余市支部メンバーにより結成された赤井川村有害鳥獣駆除隊の皆さ
んのご協力のもと、各農家さんの農場での捕獲や国有林などでの一斉捕獲事業等を通じて100頭を超え
るエゾシカを捕獲しました。未だエゾシカによる被害は増加傾向にあり、こちらも継続的な対策が不可
欠です。
　有害鳥獣対策は、皆さんのご協力なしには成り立ちません。小動物対策として、村役場では既に箱わ
なの貸出を行っています。利用希望の方は、☎48-6276までご連絡ください。
　今年も、引続きよろしくお願いします。

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.12　地域おこし協力隊　杉山　僚（すぎやま　あきら）
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新
年
度
が
始
ま
り
１
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
仕
事
…
勉
強
…

環
境
…
様
々
な
変
化
に
よ
り
、

心
身
の
不
調
は
出
て
い
ま
せ
ん

か
？
身
近
な
相
談
先
と
し
て
、

村
保
健
師
も
お
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
近
な
保
健
師
に
は

ち
ょ
っ
と
相
談
し
ず
ら
い
と
感

じ
て
い
る
方
は
、
保
健
所
で
も

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
医
や
保
健
師
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

・
や
る
気
が
で
な
い

・
眠
れ
な
い

・
気
分
が
落
ち
込
む

・
家
庭
内
暴
力

・「
死
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

　

と
が
多
く
な
っ
た

・
人
と
う
ま
く
話
せ
な
い

・
大
切
な
人
を
突
然
失
い
、
悲

　

し
み
で
こ
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い

・
物
忘
れ
が
多
く
な
り
、
心
配

・
急
に
涙
が
出
て
き
た
り
、
泣

　

き
た
く
な
る

・
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
つ

　

い
て
の
心
配

・
学
校
や
仕
事
に
行
け
な
い
、

　

行
こ
う
と
す
る
と
体
調
が
悪

　

く
な
る

・
お
酒
の
せ
い
で
、
家
庭
生
活

　

や
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
頭
の
怪
我
や
手
術
し
た
あ
と
、

　

不
安
に
な
っ
た
り
人
と
の
つ

　

き
あ
い
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
思
春
期
の
心
と
体
に
つ
い
て

　

の
心
配
・
不
安　

・・・
な
ど

　

　保健福祉課が新体制となりました。皆様にはた
くさんお世話になるかと思いますが、どうぞよろ
しくお願いいたします。

月
会　　　場

倶知安保健所 余市支所

５月 28日（火）
9:45～11:45

６月 27日（木）
14:00～16:00

７月 25日（木）
14：00～16：00

８月 22日（木）
13：30～15：30

９月 27日（金）
9:45～11:45

１０月 25日（金）
9:45～11:45　

１１月 28日（木）
14：00～16：00

１２月 　　　 26日（木）
14:00～16:00

令和７年１月 23日（木）
14：00～16：00

２月 27日（木）
13：30～15：30

３月 ６日（木）
14：00～16：00

こ
こ
ろ
の
健
康
が

大
切
で
す
！

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
は
予
約

制
で
す
。
相
談
日
の
３
日
前
ま

で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
相
談
日
時
が
変

　

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
詳
し
く
は
保
健
所
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

倶
知
安
保
健
所
健
康
推
進
課

　

健
康
支
援
係

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
７

　　

赤
井
川
村
で
は
年
10
回
（
基

本
的
に
第
４
木
曜
日
）
悠
楽
学

園
大
学
を
開
催
し
て
お
り
、
村

内
に
住
む
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。）
村
外
研

修
は
除
き
ま
す
）

　

講
話
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
村
内

団
体
と
の
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

悠
楽
学
園
大
学
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
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健康支援センターだより

　

最
近
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
紅
麹
サ
プ
リ
メ
ン

ト
に
よ
る
健
康
被
害
は
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
本
来
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
下
げ
る
働
き
を
期
待

し
て
飲
ん
で
い
た
サ
プ
リ
メ
ン

ト
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
れ
て
し

ま
っ
た
方
は
本
当
に
辛
い
思
い

を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
、

フ
ァ
ン
コ
ニ
ー
症
候
群
の
症
状

が
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

腎
臓
は
と
て
も
す
ご
い
場
所

で
、
私
た
ち
の
身
体
の
老
廃
物

を
尿
と
し
て
捨
て
る
た
め
に
1

日
約
１
５
０
リ
ッ
ト
ル
の
血
液

を
24
時
間
休
み
な
く
ろ
過
し

て
い
ま
す
。
老
廃
物
だ
け
ろ
過

で
き
な
い
の
で
、
い
っ
た
ん
全

部
ろ
過
し
て
、
身
体
に
必
要
な

も
の
は
全
部
取
り
返
す
。
そ
の

全
部
取
り
返
す
場
所
が
尿
細
管
。

そ
の
部
分
が
傷
つ
き
、
身
体
に

必
要
な
栄
養
素
や
ミ
ネ
ラ
ル
、

水
分
の
再
吸
収
が
で
き
な
い
状

況
が
フ
ァ
ン
コ
ニ
ー
症
候
群
の

症
状
で
す
。
必
要
な
栄
養
素
や

ミ
ネ
ラ
ル
が
な
い
と
身
体
が
酸

性
に
傾
い
て
嘔
吐
し
た
り
食
欲

が
な
く
な
っ
た
り
、
倦
怠
感
や

し
び
れ
が
起
き
た
り
、
様
々
な

こ
と
が
起
き
て
き
ま
す
。
そ
れ

が
続
く
と
さ
ら
に
腎
臓
の
血
管

や
細
胞
自
体
が
傷
つ
き
、
長
期

的
な
腎
障
害
も
起
こ
し
ま
す
。

腎
臓
が
血
液
を
ろ
過
で
き
な
く

な
る
と
、
人
工
透
析
が
必
要
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

腎
臓
の
構
造
は
簡
単
に
い
う

と
血
液
を
ろ
過
す
る
た
め
の

「
毛
細
血
管
の
か
た
ま
り
（
糸

球
体
）」
人
間
は
年
々
老
化
と

共
に
そ
の
毛
細
血
管
が
傷
つ
き
、

少
し
ず
つ
腎
臓
の
働
き
も
落
ち

て
き
ま
す
。
血
圧
が
高
い
、
血

糖
値
が
高
い
、
肥
満
が
あ
る
等

の
理
由
で
も
年
齢
よ
り
腎
臓
の

働
き
が
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。（
女
性
で
妊
娠
出

産
経
験
の
あ
る
方
は
、
そ
の
経

験
の
中
で
腎
臓
の
働
き
が
落
ち

て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）

　

赤
井
川
村
の
住
民
健
診
で
は
、

必
ず
受
診
者
の
皆
さ
ん
に
、
血

液
検
査
に
て
腎
臓
の
働
き
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
住
民
健
診
を
受
診
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
過
去
の
健
診
結
果

で
、
腎
臓
の
働
き
は
ど
こ
を
見

れ
ば
良
い
の
？
と
思
っ
た
方
は
、

保
健
師
が
一
緒
に
結
果
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
健
診
は
、10
月
15
日（
火

曜
日
）～
17
日
（
木
曜
日
）
の

予
定
で
す
。

○
腎
臓
の
特
徴

①
血
液
を
ろ
過
し
や
す
い
よ
う

　

に
心
臓
よ
り
下
に
あ
る
。

②
腎
臓
の
大
き
さ
に
比
べ
て
腎

　

臓
に
入
る
血
管
は
太
い
。

③
ひ
と
つ
の
腎
臓
に
毛
細
血
管

　

の
か
た
ま
り
（
糸
球
体
）
は

　

１
０
０
万
個
も
あ
る
。

　

余
市
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
障
が
い
や
病
気
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活

動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流

な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回
復

の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
村
の
方
々
と
お
し

ゃ
べ
り
し
た
り
、
好
き
な
活
動

を
い
っ
し
ょ
に
し
た
り
す
る

「
出
張
交
流
会
」（
共
生
型
地
域

交
流
サ
ロ
ン
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
」
は
、
当
事
者
同
士
の

新
た
な
仲
間
づ
く
り
や
居
場
所

づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
障
が
い

や
病
気
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

村
民
同
士
が
気
軽
に
集
い
、
交

流
を
通
じ
て
、
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
の
場
に
な
る
こ
と
を

意
図
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

令
和
6
年
5
月
16
日
（
木
）

　
午
後
１
時
15
分
～
午
後
3
時
15
分

　

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室　

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

　

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

　

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

　

さ
を
抱
え
る
方
と
そ
の
家
族
、

　

ま
た
は
、
村
民
同
士
で
気
軽

　

に
集
ま
り
交
流
し
た
い
方

■
内
容

　

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

　

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

　

り
な
ど

　

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。

　
　

当
日
会
場
に
お
越
し
下
さ

　
　

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
３
５
ー
２
０
５
０

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ

　

ー
し
り
べ
し

　

℡
２
3
ー
７
３
６
０

　

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番

　

地
26

　
〇
５
月
３
日
（
金
）

　

い
と
う
歯
科

　

℡
２
２

－

１
０
０
１

〇
５
月
４
日
（
土
）

　

森
川
歯
科
医
院

　

℡
３
２

－

３
６
５
３

〇
５
月
５
日
（
日
）

　

み
ず
の
歯
科

　

℡
２
２

－

２
０
３
０

※
診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
か

　

ら
正
午
ま
で
で
す
。

　

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ

腎
臓
っ
て
す
ご
い
！

Ｇ
Ｗ
休
日
当
番

歯

科

医

院
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４
月
27
日
（
土
）
に
、
み
や

こ
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

利
用
料
金
は
一
人
１
０
０
円
、

貸
用
具
（
ク
ラ
ブ
）
は
一
本

１
０
０
円
で
す
。

※
村
民
以
外
は
、
利
用
料
金
は

　

一
人
３
０
０
円
、貸
用
具（
ク

　

ラ
ブ
）
は
一
本
２
０
０
円
で

　

す
。

　

今
年
は
、
雪
ど
け
が
早
か
っ

た
た
め
、
気
持
ち
よ
く
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

月
額
１
６
，
５
２
０
円

　
　
　
　
（
～
令
和
６
年
３
月
）

　
　
　
　

↓

月
額
１
６
，
９
８
０
円

　
　
　
　
（
令
和
６
年
４
月
～
）

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
に

限
っ
て
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者

の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
、
保
険

料
の
納
付
が
10
年
間
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
28
年
６
月
ま
で
は
30
歳

未
満
、
平
成
28
年
７
月
以
降
は

50
歳
未
満
が
納
付
猶
予
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、
10

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納

　

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
（「
追
納
」
と
い
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
未
納
と
は
違
い
、
障

　

害
基
礎
年
金
受
給
の
際
の
保

　

険
料
納
付
条
件
に
も
備
え
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
追
納
さ
れ
れ
ば
、
老

　

齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ

　

ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年

金
に
上
乗
せ
し
て
加
入
し
、
税

制
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛
金
を

積
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実
し

た
年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

る
公
的
な
年
金
で
す
。

■
そ
の
特
徴
は

〇
掛
金
が
全
額
「
社
会
保
険
料

　

控
除
」
で
、
受
け
取
る
年
金

　

も
「
公
的
年
金
等
控
除
」
の

　

対
象
で
す
。

〇
受
け
取
る
年
金
は
、
終
身
が

　

基
本
で
一
生
変
動
し
ま
せ
ん
。

〇
万
が
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一

　

時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
遺

　

族
保
証
の
な
い
Ｂ
型
も
選
べ

　

ま
す
）

〇
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で

　

一
定
で
変
動
し
ま
せ
ん
。

■
加
入
で
き
る
方
は

〇
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

　

者
（
基
金
加
入
時
に
、
保
険

　

料
免
除
・
納
付
猶
予
の
方
を

　

除
き
ま
す
）

〇
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者　

　
（
60
歳
～
65
歳
未
満
の
方
や

　

会
在
住
の
方
）
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

■
日
時

　

５
月
15
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

　

村
で
は
、Ｊ
Ａ
新
お
た
る
及

び
赤
井
川
村
地
力
対
策
組
合
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
長
き

に
わ
た
っ
て
家
庭
用
堆
肥
の

無
償
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
地
力
対
策

組
合
が
バ
ー
ク
堆
肥
の
取
扱
い

を
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
無
償
提

供
事
業
を
終
了
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
産
業
課
農
政
係

　

℡
４
８
ー
６
２
７
６

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

国
民
年
金
基
金
の

お

知

ら

せ

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
が

変
更
に
な
り
ま
す

家
庭
用
バ
ー
ク

堆
肥
の
無
償
提
供

終
了
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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INFORMATION

　

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
記
の
と
お
り
巡
回
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
実
施
場
所
ま
で
飼
い
犬
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程

実
　
施
　
時
　
間

実
　
施
　
場
　
所

10
時
00
分
～
10
時
20
分

日
ノ
出
集
会
所
前

10
時
35
分
～
10
時
45
分

二
池
田
集
会
所
前

11
時
00
分
～
11
時
10
分

旭
丘
集
会
所
前

11
時
25
分
～
12
時
15
分

赤
井
川
村
役
場
裏
公
用
車
車
庫

13
時
30
分
～
13
時
40
分

山
中
純
孝
宅
前

13
時
55
分
～
14
時
05
分

都
住
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

14
時
20
分
～
14
時
30
分

曲
川
集
会
所
前

◇
実
施
日　

令
和
6
年
５
月
27
日
（
月
）

※
昨
年
ま
で
と
実
施
時
間
が
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

※
予
防
注
射
料
金
は
、
１
頭
に
つ
き
３
，
２
４
０
円
で
す
。
新
規
に

　

登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
１
頭
に
つ
き
、
３
，
０
０
０
円
の
登
録
手

　

数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
用
意
願
い
ま
す
。
料
金

　

に
つ
い
て
は
、
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
様
ご
協
力
願
い
ま
す
。

※
当
日
実
施
で
き
ず
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
等
で
予
防
接
種
を

　

受
け
た
場
合
は
、
病
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
証
明
書
を
役
場
住
民
課

　

衛
生
係
に
提
出
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
注

　

射
済
票
の
交
付
に
は
５
５
０
円
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

　

ご
用
意
願
い
ま
す
。

※
登
録
及
び
注
射
を
受
け
た
犬

　

で
あ
っ
て
も
放
し
飼
い
を
し

　

た
場
合
は
野
犬
と
み
な
さ
れ
、

　

処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
な
い

　

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
役
場
住
民
課
衛
生
係

　
（
℡
４
８

－

６
２
７
８
）
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
皆
様
へ
お
願
い

　

最
近
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
何
件
か
ご
連
絡
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
以
下

の
３
点
に
つ
い
て
、
再
度
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は

　

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し

　

ょ
う
！

●
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主

　

の
義
務
で
す
。
必
ず
飼
い

　

主
が
後
始
末
を
行
い
ま
し

　

ょ
う
！

●
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に

　

や
め
ま
し
ょ
う
！

◆
開
催
月
日
／
３
月
27
日

◆
会
議
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ

　

い
て

◇
農
業
委
員
会
の
最
適
化
活
動

　

の
目
標
の
設
定
等
に
つ
い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
農
地
等
の
利
用
最
適
化
推
進

　

に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て

◇
農
業
経
営
改
善
計
画
（
認
定

　

農
業
者
）、
青
年
等
就
農
計

　

画
（
新
規
就
農
認
定
）
に
つ

　

い
て

　

農
業
経
営
改
善
計
画
（
認

定
農
業
者
）、
青
年
等
就
農
計

画
と
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
き
、
赤
井
川
村

が
地
域
の
実
情
に
即
し
て
効
率

的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
の
目

標
等
を
内
容
と
す
る
基
本
構
想

を
策
定
し
、
こ
の
目
標
を
目
指

し
て
農
業
者
が
作
成
し
た
農
業

経
営
改
善
計
画
及
び
青
年
等
就

農
計
画
を
認
定
す
る
制
度
で
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
、
随
時
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
業

委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
産
業

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
９
回

お

知

ら

せ
係
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数 

売
却
希
望　

12
件

 

買
受
希
望　

2
件

 

（
令
和
6
年
４
月
15
日
現
在
）
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令和６年度 村発注予定工事等情報の公表について
　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律が、平成13年４月１日より施行されております。
　村では、引き続き令和６年度も、入札・契約手続きの透明性及び公平性を確保するために、工事及び委託業務
等に係る発注予定等情報の公表を行います。公表の方法は、例年同様４月１日現在の工事発注予定（250万円以上）
を広報及び村ホームページに掲載するとともに、告示（村内３箇所）及び役場内に掲示します。
　また、内容等に変更・追加が生じた場合については、10月１日を目途に再度公表を行う予定となっております。
　なお、ご不明な点がございましたら、建設課土木係までお問い合わせください。

工事種別
（工事区分）

工事（業務）名 工事（業務）
箇所

工事（業務）
概要

発注予定
時期

予定工期
（ケ月）

入札及び
契約方式

主要村道草刈・維持作業
L＝134.0㎞（92路線）

維　持 村道舗装補修工事 村内全域 A＝500㎡ ４月中旬 ７ヶ月 指名競争入札
カルデラ公園・栗林公園管理
業務
みやこ公園・都運動公園管理
業務

維　持 村道区画線工事 村内全域 L＝7,225m ４月中旬 ３ヵ月 指名競争入札
村道等除雪業務
L=64.6km（74路線）

土　木 富田線道路改良工事 字富田 L＝96ｍ　Ｗ＝4.0ｍ ５月下旬 5ヵ月 指名競争入札
土　木 北丸山線実測線実施設計業務 字赤井川 L=250ｍ ５月中旬 ７ヵ月 指名競争入札
土　木 北丸山線用地確定測量業務 字赤井川 L=270ｍ ７月中旬 ４ヵ月 指名競争入札
土　木 北丸山線道路改良工事 字赤井川 L=100ｍ　Ｗ4.0ｍ ３ヵ月 指名競争入札
土　木 共栄東橋架替工事 字赤井川 １橋 ６月中旬 ７ヵ月 指名競争入札
土　木 共栄東橋仮設道路設置工事 字赤井川 １橋 ５月下旬 ３ヵ月 指名競争入札
土　木 富田川河川整備工事 字富田 L=400ｍ ５月下旬 ３ヵ月 指名競争入札
土　木 池田川護岸改修工事 字池田 L=40ｍ ８月中旬 ４ヵ月 指名競争入札
土　木 共栄の沢川護岸改修工事 字池田 L=50m ５月下旬 ５ヵ月 指名競争入札

簡易水道事業基本計画及び変更
認可申請書作成業務

基本計画等作成及び変更認
可申請書作成

水　道 量水器取替工事 字赤井川 N=149台 ５月下旬 ４ヵ月 指名競争入札

下水道 字赤井川、旭丘
マンホールポンプ所2ヶ所

（制御盤更新・汚水ポンプ
更新）

６月下旬 ８ヵ月 指名競争入札

塗　装 村有住宅塗装工事 字赤井川 １棟１戸 ５月上旬 ３ヵ月 指名競争入札
建　築 教員住宅解体工事 字赤井川 ２棟４戸 ４月下旬 ３ヵ月 指名競争入札
建　築 村有住宅（落合地区）解体工事 字落合 １棟２戸 ４月下旬 ３ヵ月 指名競争入札

村営中央団地外部個別改善改
修工事

１棟３戸　個別改善（屋
根・外壁）　A＝199㎡

村営中央団地個別改善改修工
事

３戸　個別改善（給湯設
備・ユニットバス等）

建　築 字都
２棟13戸　個別改善実施
設計（給湯設備・ユニット
バス等）

５月下旬 ３ヵ月 指名競争入札

２戸　個別改善（給湯設
備・ユニットバス等）

村道草刈及び維持作業業務 ４月中旬維　持  ７ヶ月 一般競争入札村内全域

維　持 字赤井川 公園草刈・追肥等 ４月上旬 指名競争入札 ７ヶ月

　字都維　持 公園草刈・追肥等 ４月上旬  ７ヶ月 指名競争入札

維　持 村道等除雪業務 村内全域 10月中旬  ５ヶ月 一般競争入札

10月中旬

水　道 村内全域 ４月下旬  11ヶ月 指名競争入札

第1・4マンホールポンプ所
改修工事

建　築 字赤井川 ６月上旬  ８ヶ月 指名競争入札

建　築 字赤井川 ６月上旬  ５ヶ月 指名競争入札

村営桜団地個別改善実施設
計業務

建　築 村営桜団地個別改善改修工事 字都 ９月上旬  ５ヶ月 指名競争入札
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工事種別
（工事区分）

工事（業務）名 工事（業務）
箇所

工事（業務）
概要

発注予定
時期

予定工期
（ケ月）

入札及び
契約方式

業　務 課税電算業務 字赤井川 課税に係る電算業務 ４月上旬 12ヵ月 随意契約
社会保障・税番号制度ｼｽﾃﾑ整
備業務

戸籍及び戸籍附票の読み仮
名に対応するための改修

総合行政システム標準化対応
業務

戸籍システム等標準化に関
する業務
令和７年度に赤井川村総合
戦略等の策定を予定してお
り、アンケートや委員会等
の実施に係る業務

業　務 字赤井川

太陽光発電・地中熱利用に
よる役場庁舎等のエネルギ
ー構造高度化システム詳細
設計、木質バイオマスを活
用した農業用ハウスへのシ
ステム検討、農業用ダムに
おける小水力発電調査等を
通じて、プロジェクトの具
体化を図る

５月上旬 11ヵ月

事業の構築期として、首都
圏等人材の発掘・獲得を行
いながら、獲得した中核プ
レーヤー候補人材の養成プ
ログラム開発。プログラム
の実施とともに域内外のプ
レーヤー同士のビジネス交
流等で支援の充実を図る

工　事 字常盤
山村活性化支援センターの
玄関及び体育館側の出入口
付近に係る改修工事

５月中旬 ４ヵ月 指名競争入札

工　事 村有林造林工事 字富田 村有林の造林等 ４月下旬 ５ヵ月 指名競争入札
保養センター屋上防水改修工
事

保養センター屋上の防水処
理工事

維　持 落合ダム取水放流点検業務 字落合 取水放流設備の点検 ８月上旬 ３ヵ月 随意契約
道の駅あ か い が わ指定管理
業務
赤井川村構造改善センター指
定管理業務
子ど も・子育て支援計画策
定業務

公募型プロポー
サル

赤井川村デイサービスセンタ
ー外装改修工事

屋根板金張替
外壁塗装

維　持 スクールバス運行管理業務 村内全域 スクールバスの運行管理 ４月上旬 12ヵ月 随意契約
維　持 外国語指導助手派遣業務 字赤井川・字都 外国語指導助手の派遣 ４月上旬 12ヵ月 随意契約

業　務

業　務 字赤井川 ４月上旬  11ヶ月 　随意契約

字赤井川 ５月上旬  11ヶ月 　随意契約

業　務 字赤井川 ６月上旬  10ヶ月赤井川村総合戦略等策定業務
公募型プロポー
ザル

ゼロカーボンビレッジ推進
調査業務等

公募型プロポー
ザル

業　務 ４月中旬  12ヶ月 　随意契約字赤井川
中核プレーヤー発掘・育成・
ステップアップ支援事業

山村活性化支援センターエン
トランス改修工事

工　事 字赤井川 ４月下旬  ３ヶ月 指名競争入札

業　務 　字都 指定管理業務 ３月下旬  12ヶ月 　随意契約

字赤井川 指定管理業務 ３月下旬  12ヶ月 　随意契約

地域福祉計画の策定 ４月中旬  11ヶ月村内全域

業　務

維　持

建　築 字赤井川 ７月上旬  ６ヶ月 指名競争入札
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村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海

道
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放

射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及

び
テ
レ
メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
取
集
さ
れ
た
も
の
で
、
測

定
方
法
等
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
２
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ

（
前
月
14
日
ま
で
の
結
果
）

を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 
Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

　

自
衛
隊
で
は
、
18
歳
～
32
歳

ま
で
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
両
、
船
、
飛
行
機
を
扱
う

仕
事
か
ら
事
務
や
調
理
な
ど
職

種
は
50
種
以
上
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
小
樽
地
域
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

　

令
和
６
年
度
の
自
動
車
税
種

別
割
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
金
）で
す
。

〇
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年

　

４
月
１
日
現
在
の
自
動
車
の

　

所
有
者
（
又
は
使
用
者
）
が

　

納
め
る
道
税
で
す
。

○
今
年
は
５
月
７
日
（
火
）
に

　

納
税
通
知
書
が
発
付
さ
れ
ま

　

す
の
で
、納
期
限
ま
で
に
納

　

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
納
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

　

ス
ト
ア
や
金
融
機
関
の
ほ

　

か
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
や

　
「
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」

　

か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

　

ど
を
利
用
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ

　

ュ
レ
ス
で
納
税
で
き
ま
す
。

〇
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

　

場
合
や
、納
税
に
つ
い
て
の

　

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

後
志
総
合
振
興
局
小
樽
道
税

　

事
務
所

　

℡
０
１
３
４

－

２
３

－

９
４
４
１

　

気
象
台
で
は
、
２
週
間
先
ま

で
（
８
日
先
か
ら
12
日
先
を
中

心
と
し
た
各
日
の
５
日
間
平

均
）
の
対
象
地
点
（
石
狩
・
空

知
・
後
志
地
方
の
場
合
は
札

幌
）
の
最
高
気
温
や
最
低
気
温

を
「
２
週
間
気
温
予
報
」
と
し

て
毎
日
発
表
し
て
い
ま
す
。
過

去
１
週
間
の
気
温
も
あ
わ
せ
て

掲
載
し
て
お
り
、
気
温
の
推
移

が
見
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
年
よ
り
も
著
し
く

高
温
や
低
温
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
場
合
は
、「
早
期
天

候
情
報
」
を
発
表
し
注
意
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　

気
温
の
大
き
な
変
化
は
、
農

業
、
電
力
、
製
造
、
販
売
な
ど

の
産
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

ま
た
、
猛
暑
や
寒
波
な
ど
は
日

常
生
活
に
も
影
響
し
ま
す
。「
２

週
間
気
温
予
報
」
な
ど
を
使
っ

て
事
前
の
備
え
を
す
る
こ
と
で
、

高
温
や
低
温
の
影
響
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
２
週
間
気
温
予
報
は
左
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

　

℡
０
１
1

－

6
１
１

－

０
１
７
０

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2024.3.19 0.025 雪
3.22 0.019 くもり
3.26 0.020 晴れ
3.29 0.025 晴れ
4.2 0.021 晴れ
4.4 0.022 くもり
4.9 0.026 晴れ

4.11 0.026 くもり
※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

各
種
自
衛
官
等
募
集

「
２
週
間
気
温
予
報
」

を
使
っ
た
高
温
や

低
温
へ
の
事
前
の
備
え

５
月
の
気
象
情
報

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０

令
和
６
年
度
自
動
車
税

種
別
割
の
納
期
限
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９５７ ４０６ １，３６３ －１９

男 ４８９ ２４４ ７３３ －１４

女 ４６８ １６２ ６３０ －５

世帯数 ５０８ ３９３ ９０５ －１７

※令和６年３月31日現在

村
長
の
う
ご
き

〈
３
月
15
日
～
４
月
14
日
届
出
〉

こ
の
期
間
に
戸
籍
の
届
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
〈
３
月
15
日
～
４
月
14
日
〉

（
３
月
）

15
日
◇
赤
井
川
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

16
日
◇
曲
川
区
会
懇
談
会
／
字

　
　
　

曲
川

17
日
◇
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　

利
用
施
設
視
察
／
兵
庫

　
　
　

県
・
岡
山
県
／
～
19
日

21
日
◇
葬
儀
出
席
／
江
別
市

25
日
◇
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
打
ち
合
わ
せ

　
　

◇
札
幌
学
院
大
学
関
係
者

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
転
出
教
職
員
離
任
挨
拶

　
　
　

／
字
赤
井
川

27
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
小
学
校
適
正
配
置
特
別

　
　
　

委
員
会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
後
志
市
町
村
長
懇
談

　
　
　

会
／
古
平
町

28
日
◇
悠
楽
学
園
大
学
修
了
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

29
日
◇
自
衛
隊
11
特
科
隊
幹
部

　
　
　

異
動
挨
拶
／
字
赤
井
川

（
４
月
）

１
日
◇
辞
令
交
付
・
訓
示
／
字

　
　
　

赤
井
川

２
日
◇
転
入
教
職
員
懇
談
会
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
事
務
局
長

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

３
日
◇
自
衛
隊
11
特
科
隊
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
信
用
金
庫
余
市

　
　
　

支
店
長
来
庁
／
字
赤
井

　
　
　

川

４
日
◇
見
積
合
わ
せ
／
字
赤
井

　
　
　

川

５
日
◇
小
樽
道
路
事
務
所
所
長

　
　
　

他
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
余
市
警
察
署
長
着
任
挨

　
　
　

拶
／
字
赤
井
川

６
日
◇
デ
ジ
タ
ル
ア
メ
ダ
ス
完

　
　
　

成
披
露
会
／
札
幌
市

８
日
◇
赤
井
川
小
学
校
入
学
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
鉄
道
運
輸
機
構
幹
部
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

９
日
◇
赤
井
川
中
学
校
入
学
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

１
日
◇
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

◇
確
定
申
告
事
務
／
～
15

　
　
　

日

４
日
◇
道
営
土
地
改
良
事
業
打

　
　
　

合
せ

５
日
◇
学
校
公
員
採
用
面
接

　
　

◇
道
営
土
地
改
良
事
業
打

　
　
　

合
せ

６
日
◇
赤
井
川
村
議
会
第
１
回

　
　
　

定
例
会
／
～
８
日

　
　

◇
道
の
駅
直
売
所
役
員
会

11
日
◇
校
長
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
水
道
・
下
水
道
事
業
打

　
　
　

合
せ

14
日
◇
総
合
教
育
会
議

21
日
◇
新
規
就
農
研
修
オ
リ
エ

　
　
　

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

◇
特
別
支
援
教
育
連
携
協

　
　
　

議
会

　
　

◇
後
志
農
業
普
及
セ
ン
タ

　
　
　

ー
北
後
志
支
所
作
物
生

　
　
　

理
学
勉
強
会

　
　

◇
赤
井
川
村
統
計
協
議
会

　
　
　

総
会

　
　

◇
社
会
教
育
委
員
協
議
会

　
　

◇
畑
地
か
ん
が
い
推
進
モ

　
　
　

デ
ル
ほ
場
設
置
事
業
赤

　
　
　

井
川
地
区
推
進
協
議
会

26
日
◇
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
農

　
　
　

産
物
直
売
所
生
産
者
協

　
　
　

議
会
役
員
会

　
　

◇
教
育
委
員
会
会
議

27
日
◇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

　
　
　

議
会

　
　

◇
農
業
委
員
会
総
会

　
　

◇
固
定
資
産
税
評
価
審
査

　
　
　

委
員
会

　
　

◇
小
学
校
適
正
配
置
特
別

　
　
　

委
員
会

28
日
◇
放
課
後
子
ど
も
教
室
説

　
　
　

明
会

　

　

広
報
あ
か
い
が
わ
４
月
号

（
№
７
０
７
）
の
16
頁
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
日
誌
の

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

◆
２
行
目

　

誤　

冨
澤

　

正　

富
澤

　

確
認
不
足
に
よ
り
こ
の
よ

う
な
ミ
ス
が
生
じ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と

も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。誠
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

住
民
の
ま
ど

む
ら
の
日
誌（
３
月
）

４
月
号
の
記
事

訂
正
に
つ
い
て

■今月の表紙
　今月の表紙は、小学校入学式からの１枚
です。
　今年は１名での入学式となりました。新
入学生の入場時、緊張よりも、これからの
学校生活にわくわくしているような様子が
見られました。
　入学おめでとうございます！



広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■今年は暖かい日が多く、積もっていた雪もいつの間にかほとんど
溶け、春が訪れましたね。
　さて、新年度がスタートし、新たな環境に飛び込んだ皆さんは一
息つけるタイミングでしょうか？ゴールデンウイークが近づき、何
をしようか？どこへ行こうかな？と楽しみが膨らみます。皆さんは
どのように過ごされますか？（K）
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広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

赤井川村写真館～赤井川の四季～

クニシラン
撮影：木村　つや子　場所：自宅　撮影日：2024年3月25日

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いと
いう方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいませ
んが、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広
報担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？




